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は
し
が
き

『
令
集
解
』
の
明
法
家
た
ち
の
議
論
は
、
と
も
す
れ
ば
実
態
を
離

れ
た
観
念
的
な
議
論
に
陥
る
傾
向
が
あ
る
。
比
較
的
現
実
に
即
し
た

議
論
を
行
う
こ
と
が
多
く
、
律
令
制
の
実
態
を
考
え
る
の
に
大
事
な

情
報
を
提
供
す
る
と
い
わ
れ
る
大
宝
令
の
註
釈
書
古
記
に
お
い
て
も

そ
の
傾
向
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
令
釈
、『
令
義
解
』
へ
と
多
く

の
解
釈
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
中
で
、
そ
れ
は
顕
在
化
し
て
く
る
。

一
方
、
令
釈
と
同
じ
延
暦
期
に
そ
れ
よ
り
や
や
遅
れ
て
生
ま
れ
た
跡

記
や
穴
記
に
は
、
い
わ
ば
議
論
の
た
め
の
議
論
が
多
く
み
ら
れ
、
特

に
穴
記
に
は
、
机
上
の
空
論
と
い
っ
て
よ
い
場
合
も
散
見
し
、
実
態

と
の
乖
離
さ
え
厭
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
。
律
令
国
家
の
実
態
解
明

へ
の
貢
献
度
に
疑
問
符
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
彼
ら
の
そ
う
し
た
議
論
が
日
本
古
代

史
の
解
明
に
寄
与
す
る
部
分
が
少
な
い
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ

う
と
は
い
い
が
た
い
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
、や
や
遠
回
り
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

彼
ら
の
意
識
の
解
明
を
通
じ
て
、
実
態
解
明
に
結
び
付
く
場
合
が
あ

ろ
う
。
し
ば
し
彼
ら
の
論
理
の
展
開
に
耳
を
傾
け
て
み
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
神
祇
令
に
お
け
る
祭
の
読
み
順
と
い
う
一
見
些
細
な
議

論
を
手
が
か
り
に
、
墨
書
媒
体
が
文
書
の
書
き
方
、
ひ
い
て
は
そ
の

読
み
方
に
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
を
臆
測
し
て
み
た
も
の
で
あ

る
。
書
式
と
墨
書
媒
体
と
名
づ
け
た
所
以
で
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
羊

頭
狗
肉
の
趣
の
あ
る
論
と
な
る
こ
と
を
初
め
に
諒
と
せ
ら
れ
た
い
。

書
式
と
墨
書
媒
体

― 

神
祇
令
集
解
孟
夏
条
の
議
論
か
ら 

―

渡
　 

辺
　
　
晃
　 

宏
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一　

孟
夏
条
の
読
み
順
を
め
ぐ
っ
て

神
祇
令
に
は
、
公
的
に
行
わ
れ
る
神
祇
諸
祭
を
、
月
ご
と
に
掲
げ

る
規
定
が
あ
り
、
孟
春
・
仲
夏
・
仲
秋
・
孟
冬
を
除
く
八
ヶ
月
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
二
つ
な
い
し
四
つ
の
祭
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。『
令

義
解
』
や
『
令
集
解
』
が
引
く
条
文
か
ら
は
、
各
月
の
祭
の
順
序
は

自
明
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
二
祭
し
か
な
い
月
は
別
と
し
て
、
三
祭

あ
る
い
は
四
祭
を
列
挙
す
る
月
に
つ
い
て
は
、
養
老
令
の
本
文
は
必

ず
し
も
『
令
義
解
』
や
『
令
集
解
』
か
ら
知
ら
れ
る
順
序
を
意
図
し

て
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
孟
夏
条
に
は
、

神
衣
祭
、
大
忌
祭
、
三
枝
祭
、
風
神
祭
の
四
つ
の
祭
が
列
記
さ
れ
て

い
る
が
、
明
法
家
の
間
で
も
読
む
順
序
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
て

お
り
、
養
老
令
の
本
文
は
別
の
順
序
で
も
読
め
る
書
式
で
書
か
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
の
が
、
神
祇
令
孟

夏
条
の
風
神
祭
の
部
分
に
付
さ
れ
た
各
明
法
家
の
解
釈
で
あ
る
。
以

下
、
順
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
神
祇
令
孟
夏
条
義
解
は
、
孟
夏
の
四
祭
を
読
む
順
序
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

〔
義
解
〕（
前
略
）
凡
読
二
此
四
祭
一
者
、
先
読
二
神
衣
一
、
其
次

三
枝
、
其
次
大
忌
、
其
次
風
神
。
即
与
二
公
式
令
連
署
義
一
同
。

以
下
諸
祭
亦
准
二
此
例
一
也
。（『
令
集
解
』
に
お
け
る
引
用

（「
謂
」）
も
末
尾
の
「
也
」
を
欠
く
以
外
は
異
同
な
し
）

ま
た
、同
条
集
解
に
お
け
る
各
明
法
家
の
解
釈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
令
釈
〕
釈
云
、（
中
略
）
又
云
、
凡
諸
祭
次
第
、
具
列
如
レ
左
。

孟
夏
、
神
衣
祭
、
三
枝
祭
、
大
忌
祭
、
風
神
祭
。
以
下
放
レ
此
。

〔
跡
記
〕
跡
云
、
文
読
次
第
、
神
衣
祭
、
大
忌
祭
、
三
枝
祭
。（
以

下
略
。
後
述
）

〔
穴
記
〕
穴
云
、
孟
夏
・
仲
冬
等
注
、
先
読
二
上
二
件
一
了
、
乃

至
二
下
注
一
為
レ
長
。

〔
穴
記
一
云
〕
一
云
、
神
衣
、
次
大
忌
、
次
三
枝
。（
以
下
略
）

義
解
・
令
釈
・
穴
記
は
、
神
衣
祭
→
三
枝
祭
→
大
忌
祭
→
風
神
祭
、

の
順
が
よ
い
と
し
、
跡
記
・
穴
記
一
云
は
、
神
衣
祭
→
大
忌
祭
→
三

枝
祭
→
風
神
祭
、
の
順
と
す
る
。
こ
こ
で
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
の

は
、
三
枝
祭
と
大
忌
祭
の
ど
ち
ら
を
先
に
読
む
か
で
、
最
初
が
神
衣

祭
で
、
最
後
が
風
神
祭
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
二
番
め
と
三
番

め
の
順
序
が
論
点
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
穴
記

に
「
先
読
二
上
二
件
一
了
、
乃
至
二
下
注
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら

か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
養
老
令
に
お
い
て
孟
夏
の
四
祭
は
、
縦
方

向
を
行
、
横
方
向
を
段
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
一
行
四
段
で
は
な
く
、
二

行
二
段
に
列
挙
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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で
は
、
具
体
的
に
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
義
解
は
、
神
衣
祭
→
三
枝

祭
→
大
忌
祭
→
風
神
祭
の
順
で
読
む
根
拠
と
し
て
、「
公
式
令
連
署

義
」
を
挙
げ
る
。
連
署
の
義
と
は
、
例
え
ば
公
式
令
解
式
条
で
、
年

月
日
の
次
に
、
二
段
に
分
け
て
式
部
省
の
四
等
官
が
連
署
を
加
え
る

際
に
、
上
段
に
卿
・
大
輔
・
少
輔
が
、
つ
い
で
下
段
に
日
下
に
署
す

大
録
を
除
く
大
丞
、
少
丞
、
少
録
が
順
に
署
す
時
の
よ
う
な
方
法
、

つ
ま
り
ま
ず
上
段
を
右
か
ら
左
へ
、
つ
い
で
下
段
を
右
か
ら
左
へ
、

と
い
う
順
序
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、孟
夏
の
四
祭
は
、

一
行
割
書
き
か
二
行
書
き
か
は
別
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

神
衣
祭　

大
忌
祭

三
枝
祭　

風
神
祭

義
解
・
令
釈
・
穴
記
は
、
段
を
優
先
し
て
ま
ず
一
段
め
を
右
か
ら

左
へ
、
次
い
で
二
段
め
を
右
か
ら
左
へ
の
順
に
読
む
（
こ
の
よ
う
な

読
み
方
を
、以
下
、段
読
み
と
呼
ぶ
）。
一
方
こ
れ
と
対
立
す
る
跡
記
・

穴
記
一
云
は
、
行
を
優
先
し
て
ま
ず
一
行
め
を
上
か
ら
下
へ
、
次
い

で
二
行
め
を
上
か
ら
下
へ
の
順
に
読
む
（
こ
の
よ
う
な
読
み
方
を
、

以
下
、
行
読
み
と
呼
ぶ
）
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
他
の
月
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
令
集
解
』は
、

今
養
老
令
に
お
け
る
書
式
を
推
定
し
た
孟
夏
条
の
四
祭
を
、
神
衣
祭

→
大
忌
祭
→
三
枝
祭
→
風
神
祭
、
の
順
に
並
べ
て
各
明
法
家
の
註
釈

を
収
録
し
て
い
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
季
夏
条
の
三
祭
（
月

次
祭
・
鎮
火
祭
・
道
饗
祭
）
を
、『
令
集
解
』
は
月
次
祭
→
鎮
火
祭

→
道
饗
祭
の
順
に
収
録
し
て
い
る
か
ら
、
養
老
令
に
お
い
て
季
夏
条

は
、

月
次
祭　

鎮
火
祭

道
饗
祭

の
よ
う
な
書
式
で
規
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
明
法
家
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
な
順
序
で
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う

か
。
義
解
は
、
孟
夏
条
の
読
み
方
に
つ
い
て
、「
公
式
令
連
署
義
」

を
根
拠
に
挙
げ
た
上
で
、「
以
下
諸
祭
亦
准
二
此
例
一
」
と
し
、
令
釈

も
「
以
下
放
レ
此
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
義
解
・
令
釈
・
穴

記
は
、
孟
夏
条
以
外
に
つ
い
て
も
、
段
を
優
先
し
て
段
読
み
を
行
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
月
次
祭
→
道
饗
祭
→
鎮
火
祭
、

の
順
に
読
ん
だ
と
考
え
ざ
る
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
行
を
優
先
し
て
行
読
み
を
行
う
跡
記
・
穴
記
一
云
に
は
、

行
優
先
を
他
条
に
及
ぼ
す
か
否
か
の
言
及
は
特
に
な
い
け
れ
ど
も
、

特
段
の
言
及
も
な
い
ま
ま
読
み
方
の
方
針
を
変
え
る
と
す
る
の
は
不

自
然
で
あ
り
、
月
次
祭
→
鎮
火
祭
→
道
饗
祭
、
す
な
わ
ち
『
令
集
解
』

が
註
釈
を
集
成
す
る
順
序
で
読
ん
だ
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。
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こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
季
夏
条
（
そ
れ
に
季
冬
条
も
）
を
こ

の
よ
う
に
行
読
み
で
読
む
根
拠
と
し
て
、「
又
季
夏
・
季
冬
、
道
饗

祭
是
晦
。
故
云
、
是
説
為
レ
長
也
。」
と
い
う
註
釈
を
施
す
説（

１
）が

あ
る

こ
と
で
あ
る
。
道
饗
祭
は
晦
日
に
行
わ
れ
る
か
ら
最
後
に
読
む
の
が

適
切
と
い
う
こ
の
主
張
が
も
し
正
当
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
段
読

み
を
主
張
す
る
立
場
の
説
は
、
祭
日
の
順
序
と
本
条
の
祭
の
順
序
が

逆
転
し
て
し
ま
う
事
態
に
気
付
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。ま
た
、

気
付
い
て
い
た
な
ら
ど
う
説
明
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

道
饗
祭
は
、
都
城
の
四
隅
（『
令
集
解
』
令
釈
は
、「
京
四
方
大
路

最
極
」
と
す
る
）
で
「
鬼
魅
」
が
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
行
う

祭
で
あ
り
、
宮
城
の
四
隅
（『
令
義
解
』
は
「
宮
城
四
方
外
角
」
と

す
る
）
で
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
行
う
鎮
火
祭
と
同
日
の
六
月
と
十
二

月
の
晦
日
に
行
う
と
さ
れ
る
が
、
鎮
火
祭
に
つ
い
て
は
、
祭
日
が
そ

の
よ
う
に
固
定
化
す
る
の
は
院
政
期
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る

と
い
う（

２
）。

養
老
令
段
階
の
実
態
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
平
安
時
代

の
鎮
火
祭
の
祭
日
に
関
す
る
上
記
の
理
解
か
ら
す
る
と
、
八
世
紀
の

道
饗
祭
や
鎮
火
祭
の
祭
日
が
六
月
と
十
二
月
の
晦
日
に
固
定
し
て
い

た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
養
老
令
に
お
け
る
本
来
の
読
み
順

が
、
養
老
令
段
階
に
お
け
る
鎮
火
祭
と
道
饗
祭
の
執
行
順
序
を
考
え

る
際
の
参
考
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

３
）。

二　

仲
冬
条
の
読
み
順
を
め
ぐ
っ
て

孟
夏
条
に
お
け
る
『
令
集
解
』
諸
説
は
、
孟
夏
条
の
四
祭
と
並
ん

で
、
も
う
一
つ
仲
冬
条
の
三
祭
の
読
み
順
も
議
論
の
対
象
と
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
も
検
討
し
て
お
き
た
い
。
仲
冬
に
行
う
祭
と
さ
れ
る

の
は
、『
令
集
解
』
の
記
載
順
に
挙
げ
れ
ば
、
上
卯
相
嘗
祭
、
下
卯

大
嘗
祭
、
寅
日
鎮
魂
祭
の
三
祭
で
あ
る
。
相
嘗
祭
は
十
一
月
の
最
初

の
卯
の
日
（
上
卯
）
が
祭
日
、
大
嘗
祭
は
そ
の
次
の
卯
の
日
が
祭
日

で
、
そ
の
前
日
の
寅
の
日
に
行
わ
れ
る
の
が
鎮
魂
祭
で
あ
る
か
ら
、

『
令
集
解
』
の
後
二
者
の
記
載
順
は
、
暦
の
順
序
と
は
合
致
し
な
い
。

仲
冬
条
の
読
み
順
を
論
じ
て
い
る
の
は
跡
記
と
穴
記
、
及
び
穴
記

一
云
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
跡
記
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

〔
跡
記
〕（
前
略
。
先
に
引
用
済
）
但
仲
冬
処
搆
レ
上
対
レ
下
耳
。

寅
日
在
二
二
分
之
中
一
耳
。

こ
れ
は
、
養
老
令
に
お
け
る
仲
冬
条
本
来
の
書
式
を
示
唆
す
る
重
要

な
指
摘
で
あ
る
。
仲
冬
条
の
規
定
の
三
祭
の
列
挙
は
、
一
般
に
次
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る（

４
）。

上
卯
相
嘗
祭　

下
卯
大
嘗
祭

寅
日
鎮
魂
祭
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し
か
し
、
こ
れ
で
は
跡
記
後
段
の
「
寅
日
在
二
二
分
之
中
一
」
が
解
釈

で
き
ま
い
。「
寅
日
」
と
は
「
寅
日
鎮
魂
祭
」
の
記
載
を
い
う
が
、

こ
の
記
載
方
法
で
は
、「
寅
日
鎮
魂
祭
」
が
「
二
分
之
中
」
に
あ
る

と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
搆
レ
上
対
レ
下
」
の
部
分
が
や
や
熟
さ
な
い
表

現
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
上
下
二
段
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い

う
の
は
間
違
い
な
い
。
上
に
二
項
目
が
並
べ
ら
れ
、
下
の
項
目
と
向

か
い
合
っ
て
い
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
下
に
あ
る
そ
の

項
目
が
、「
二
分
之
中
に
在
り
」
と
さ
れ
た
「
寅
日
」、
す
な
わ
ち
寅

日
鎮
魂
祭
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。「
二
分
之
中
」
も
や
や

わ
か
り
に
く
い
が
、「
上
卯
相
嘗
祭
」
の
行
と
「
下
卯
大
嘗
祭
」
の

行
の
行
間
を
二
分
す
る
位
置
と
解
し
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
す

な
わ
ち
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
の
で
あ
る
。

上
卯
相
嘗
祭　

寅
日
鎮
魂
祭

下
卯
大
嘗
祭

つ
ま
り
、「
寅
日
鎮
魂
祭
」
は
、「
下
卯
大
嘗
祭
」
に
関
連
す
る
祭
と

し
て
、そ
の
右
脇
に
付
加
す
る
形
で
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
書
式
で
あ
れ
ば
、
段
読
み
か
行
読
み
か
を
顧
慮
す
る
必

要
は
全
く
な
く
、
上
卯
相
嘗
祭
→
下
卯
大
嘗
祭
の
順
序
は
自
明
の
も

の
と
な
ろ
う
。

次
に
、
穴
記
と
穴
記
一
云
に
つ
い
て
述
べ
る
。
穴
記
と
穴
記
一
云

に
つ
い
て
は
、註
釈
の
帰
属
の
理
解
に
検
討
を
要
す
る
部
分
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
穴
記
に
関
連
す
る
当
該
部
分
を
逐

一
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
穴
記
に
関
連
す
る
部
分
に
つ

い
て
、
本
文
を
適
宜
区
切
っ
て
番
号
を
付
し
て
掲
げ
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
（
一
部
先
の
引
用
と
重
複
）。

穴
云
、

①�

孟
夏
・
仲
冬
等
注
、先
読
二
上
二
件
一
了
、乃
至
二
下
注
一
為
レ
長
。

一
云
、

②
神
衣
、
次
大
忌
、
次
三
枝
。

③
仲
冬
注
、
相
嘗
、
次
大
嘗
、
次
鎮
魂
也
。

④�

但
先
読
二
寅
日
祭
一
、
乃
可
レ
読
二
下
卯
祭
一
。
而
先
読
二
大
嘗
一

者
、
依
二
職
員
令
所
レ
次
先
後
一
耳
。

⑤�

又
季
夏
・
季
冬
、
道
饗
祭
是
晦
。
故
云
、
是
説
為
レ
長
也
。

新
令
問
答
篇
所
レ
次
、
又
律
目
録
篇
所
レ
次
、
並
亦
如
レ
之
。

難
解
な
要
因
は
、「
一
云
」
が
ど
こ
ま
で
続
く
か
が
や
や
曖
昧
な

点
に
あ
る
。
こ
の
点
に
言
及
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
岩
波
『
律

令
』
神
祇
令
補
注
四（

５
）ａ

（
以
下
、
岩
波
補
注
）
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

に
沿
う
形
で
検
討
し
て
み
た
い
。
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①
が
穴
記
、
②
は
穴
記
一
云
、
す
な
わ
ち
穴
記
が
引
用
す
る
別
解

で
あ
る
の
は
言
を
俟
た
な
い
。
①
の
穴
記
は
、
仲
冬
条
も
、
孟
夏
条

と
同
様
に
、
上
下
二
段
に
書
か
れ
た
も
の
を
上
段
か
ら
読
む
、
す
な

わ
ち
、前
述
し
た
段
読
み
を
適
用
す
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、

②
穴
記
一
云
が
、
孟
夏
条
に
つ
い
て
行
読
み
を
主
張
す
る
点
は
、
前

述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

③
の
帰
属
に
つ
い
て
岩
波
補
注
は
、
②
と
③
を
連
続
す
る
も
の
と

し
て
、
穴
記
一
云
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
異
論
は
な

い
。
仲
冬
条
の
読
み
方
を
具
体
的
に
述
べ
て
お
り
、
相
嘗
祭
、
大
嘗

祭
、
鎮
魂
祭
の
順
だ
と
す
る
。
段
読
み
な
の
か
行
読
み
な
の
か
は
明

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
②
の
孟
夏
条
の
読
み
方
か
ら
類
推
す
る
と
、

行
読
み
で
あ
ろ
う
と
の
想
定
が
可
能
で
あ
る
。

問
題
は
④
以
下
で
あ
る
。
ま
ず
④
に
つ
い
て
は
、岩
波
補
注
は「
穴

記
、
も
し
く
は
一
云
の
説
」
と
し
て
、
こ
の
部
分
が
穴
記
な
の
か
、

穴
記
一
云
な
の
か
に
つ
い
て
の
明
言
を
避
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
あ
と
の
⑤
に
つ
い
て
は
、
穴
記
の
説
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
養
老
令
本
来
の
読
み
方
の
（
三
）
と
し
て
、
穴
記
の
読
み
方
を

「
孟
夏
・
仲
冬
条
は
（
一
）（
筆
者
註
：
義
解
・
令
釈
な
ど
、
上
段
の

二
つ
を
先
に
読
み
、
次
に
下
段
の
二
つ
を
読
む
説
。
段
読
み
説
）
で

よ
い
が
、
季
夏
・
季
冬
条
は
（
二
）
の
順
（
筆
者
註
：
穴
記
一
云
な

ど
、
上
右
・
下
右
・
上
左
・
下
左
の
順
に
読
む
説
。
行
読
み
説
）
に

読
む
べ
し
と
す
る
説
。」
と
総
括
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る（

６
）。

記
載
形
式
か
ら
す
る
と
、
②
か
ら
始
ま
る
穴
記
一
云
が
途
切
れ
、

④
や
⑤
が
穴
記
の
本
文
で
あ
る
こ
と
を
明
言
す
る
言
葉
は
な
い
か

ら
、「
一
云
」
以
下
の
②
か
ら
⑤
ま
で
を
全
て
穴
記
一
云
と
す
る
の

が
最
も
単
純
な
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
②
③
が
穴
記
一
云
で
あ
る

こ
と
は
問
題
な
い
と
し
て
、
④
⑤
も
そ
う
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
か

に
一
考
の
余
地
は
あ
る
。
こ
の
点
は
引
用
を
明
記
す
る
言
葉
が
な
い

以
上
、
注
釈
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
し
か
な
い
。
そ
こ
で
、
④
⑤
を

具
体
的
に
読
み
解
い
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
③
に
「
但
」
で
つ
な
が
る
④
に
つ
い
て
は
、
直
前
の
③
を

直
接
受
け
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
穴
記
一
云
が
続
い
て

い
る
と
解
す
る
の
が
形
式
上
は
自
然
で
あ
る
。
内
容
か
ら
み
て
も
、

①
に
続
く
と
み
る
よ
り
は
、
③
で
仲
冬
条
の
注
は
、
相
嘗
祭
、
大
嘗

祭
、
鎮
魂
祭
の
順
で
読
む
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
を
受
け
、
そ
の
順

序
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
、
大
嘗
祭
を
先
に
読
む
理
由
を
補
足
的

に
説
明
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
岩
波

補
注
が
④
を
「
穴
記
、
も
し
く
は
一
云
の
説
」
と
し
て
断
定
を
避
け

て
い
る
の
は
一
つ
の
見
識
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
④
の
内
容
か
ら
だ
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け
で
は
い
ず
れ
か
一
方
に
俄
に
は
決
め
難
い
。
④
が
行
読
み
、
段
読

み
、
い
ず
れ
の
立
場
に
な
っ
て
い
る
か
が
わ
か
れ
ば
、
④
が
穴
記
な

の
か
穴
記
一
云
な
の
か
が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
が
、
詳
細
の
説
明
は

省
く
が
、
残
念
な
が
ら
④
の
帰
属
を
そ
の
内
容
か
ら
確
定
す
る
の
は

困
難
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
④
の
帰
属
を
考
え
る
手
立
て
は
な
い
か
と
い
う
と
、

諦
め
る
の
は
ま
だ
早
い
。
本
来
の
養
老
令
の
書
式
が
わ
か
れ
ば
、
④

が
段
読
み
を
主
張
し
て
い
る
の
か
、
行
読
み
を
主
張
し
て
い
る
の
か

が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
前
述
し
た
跡
記
か
ら
推
定
し

た
と
こ
ろ
が
根
拠
に
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

跡
記
に
よ
れ
ば
、
養
老
神
祇
令
仲
冬
条
の
三
つ
の
祭
は
、
次
の
よ

う
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

上
卯
相
嘗
祭　

寅
日
鎮
魂
祭

下
卯
大
嘗
祭

一
方
④
の
こ
の
あ
と
の
論
の
展
開
を
追
う
と
、
祭
の
暦
上
の
実
施
順

と
し
て
は
、
十
一
月
の
最
初
の
卯
の
日
（
上
卯
）
に
行
わ
れ
る
上
卯

相
嘗
祭
、
上
の
卯
の
次
の
寅
の
日
に
行
わ
れ
る
寅
日
鎮
魂
祭
、
鎮
魂

祭
の
翌
日
の
下
卯
の
日
（
三
卯
の
場
合
は
中
卯
）
に
行
わ
れ
る
下
卯

大
嘗
祭
の
順
で
あ
る
の
に
、
こ
の
順
序
と
は
逆
に
「
先
読
二
大
嘗
一
」、

す
な
わ
ち
下
卯
大
嘗
祭
→
寅
日
鎮
魂
祭
の
順
に
読
む
の
は
な
ぜ
か
と

い
う
問
い
を
立
て
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
規

定
の
文
字
面
を
ど
の
順
序
で
読
む
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
④
は
こ

の
文
面
を
縦
に
読
ん
で
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
厳
密
に
い
え

ば
、跡
記
の
説
く
と
こ
ろ
で
は
、「
寅
日
鎮
魂
祭
」
は
「
上
卯
相
嘗
祭
」

と
同
じ
行
で
は
な
く
、「
下
卯
大
嘗
祭
」
の
行
と
の
行
間
に
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
の
は
跡
記
だ
け
で
、
他
説
に
は
言
及
が

な
い
か
ら
、
④
も
「
上
卯
相
嘗
祭
」
の
同
行
の
直
下
に
あ
る
と
理
解

し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
）。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
④

は
行
読
み
説
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
穴
記
一
云
と
み
て
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

７
）。

さ
て
、
そ
れ
で
は
相
嘗
祭
の
次
に
大
嘗
祭
を
読
む
理
由
を
④
は
い

か
に
説
明
し
て
い
る
か
。「
職
員
令
所
レ
次
先
後
」、
す
な
わ
ち
職
員

令
の
並
び
順
と
い
う
の
は
、
岩
波
補
注
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
職
員

令
神
祇
官
条
に
お
け
る
神
祇
伯
の
職
掌
に
「
掌
、
神
祇
祭
祀
、
祝
部

神
戸
名
籍
、
大
嘗
、
鎮
魂
、
御
巫
卜
兆
、
惣
―二
判
官
事
一
。
余
長
官

判
事
准
レ
此
。」
と
あ
っ
て
、
大
嘗
→
鎮
魂
、
の
順
序
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
は
か
な
り
苦
し
い

も
の
が
あ
る
。
大
嘗
祭
も
鎮
魂
祭
も
天
皇
が
行
う
重
要
な
祭
で
両
者

は
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
が
、
祭
の
重
要
性
や
規
模
か
ら
い
え

ば
、
大
嘗
祭
の
前
提
と
な
る
前
日
の
鎮
魂
祭
よ
り
も
、
本
祭
と
も
い
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う
べ
き
翌
日
の
大
嘗
祭
が
先
に
な
る
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

な
に
も
神
祇
官
条
を
引
用
し
な
く
て
も
自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
④

は
こ
の
順
序
を
立
証
す
る
法
源
と
な
り
得
る
条
文
と
し
て
敢
え
て
職

員
令
神
祇
官
条
を
挙
げ
た
よ
う
で
、
い
わ
ば
牽
強
付
会
の
趣
が
濃
厚

で
あ
る
と
思
う
。
そ
も
そ
も
、
段
読
み
が
よ
い
か
行
読
み
が
よ
い
か

は
、
単
純
な
読
み
方
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
う
読
む
こ
と
に
よ
り

暦
上
の
順
序
に
合
致
す
る
か
ら
と
か
、
他
の
条
文
に
そ
う
あ
る
か
ら

と
か
で
説
明
す
べ
き
事
柄
で
は
本
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
明
法
家
た
ち

の
時
代
に
は
も
う
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
書
式
と
読
み
方
の

原
則
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
い
わ
ば
読
み
方
の
理
由
を
後
付
け
し
て
い
る
穴
記
一
云
の
議
論

は
、
本
末
転
倒
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
次
に
⑤
に
つ
い
て
述
べ
る
。
⑤
も
④
と
同
様
に
、
読
み
方

の
根
拠
を
挙
げ
る
文
章
で
あ
り
、
岩
波
補
注
は
こ
の
部
分
は
穴
記
に

戻
る
と
考
え
て
お
り（

８
）、

そ
う
理
解
す
る
と
穴
記
は
孟
夏
・
仲
冬
条
は

段
読
み
（
岩
波
補
注
の
分
類
の
（
一
））、
季
夏
・
季
冬
条
は
行
読
み

（
同
（
二
））
と
い
う
定
見
の
な
い
理
解
を
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を

得
な
く
な
る
が
、
は
た
し
て
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
①
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、穴
記
は
基
本
的
に
段
読
み
説
を
と
る
の
に
対
し
、

穴
記
一
云
は
、行
読
み
説
の
立
場
に
立
つ
こ
と
が
②
③
か
ら
わ
か
る
。

⑤
に
お
い
て
道
饗
祭
が
晦
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
る
の

は
、
季
夏
条
・
季
冬
条
で
最
後
に
読
ま
れ
る
べ
き
こ
と
を
根
拠
付
け
、

「
是
説
」が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。そ
う
で
あ
れ
ば
、

「
是
説
」
は
行
読
み
の
立
場
を
取
る
説
を
指
す
と
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
穴
記
と
穴
記
一
云
の
う
ち
、
行
読
み
説
に
立
つ
の
は
穴
記

一
云
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
⑤
を
穴
記
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
自
説

と
対
立
す
る
説
を
補
強
す
る
根
拠
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
⑤
は
こ
れ
を
無
理
し
て
穴
記
と
捉
え

る
よ
り
は
、
行
読
み
説
に
立
つ
穴
記
一
云
が
自
説
を
補
強
し
て
い
る

と
解
す
る
方
が
は
る
か
に
自
然
で
あ
る
。

以
上
、
仲
冬
条
に
関
す
る
穴
記
関
連
の
煩
雑
な
説
明
に
終
始
し
た

が
、
①
が
穴
記
、
②
③
⑤
が
穴
記
一
云
で
あ
る
の
は
大
方
の
理
解
を

得
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。
④
に
つ
い
て
は
、
穴
記
の
可
能
性
も
皆
無

で
は
な
い
が
、
論
の
展
開
か
ら
は
穴
記
一
云
の
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。
加
え
て
⑤
が
穴
記
一
云
で
、
祭
の
読
み
順
の
根
拠
に
つ

い
て
④
と
一
連
の
議
論
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
②
③
で
穴
記
一
云
の

引
用
が
終
わ
っ
て
穴
記
に
戻
る
文
言
が
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
④

の
み
穴
記
に
戻
る
と
考
え
る
よ
り
は
、
②
以
下
⑤
ま
で
は
ひ
と
続
き

の
穴
記
一
云
と
理
解
す
る
の
が
最
も
素
直
な
解
釈
で
あ
ろ
う
。
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三　

木
簡
に
み
る
段
読
み

前
章
で
は
、
神
祇
令
に
お
け
る
祭
の
読
み
順
に
つ
い
て
、
明
法
家

の
各
説
を
詳
細
に
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
仲
冬
条
の
理
解
に
は
や

や
不
明
瞭
な
点
も
残
る
が
、
仲
春
条
か
ら
季
冬
条
ま
で
で
三
つ
以
上

列
挙
さ
れ
た
場
合
の
祭
の
読
み
順
に
つ
い
て
の
明
法
家
各
説
の
立
場

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

段
読
み
：
令
義
解
、
令
釈
、
穴
記

行
読
み
：
跡
記
、
穴
記
一
云

時
代
順
に
み
る
な
ら
ば
、
令
釈
（
段
読
み
）
→
跡
記
（
行
読
み
）

→
穴
記
（
段
読
み
）・
穴
記
一
云
（
行
読
み
）
→
令
義
解
（
段
読
み
）

と
な
り
、
一
見
錯
綜
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
を
集
成
し
た
『
令
集
解
』
は
本
稿
で
い
う
行
読
み
の
順
に
神
祇
令

本
文
を
挙
げ
註
釈
を
集
成
し
て
い
る
か
ら
、
最
終
的
に
は
、
行
読
み

に
落
ち
着
く
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
ら
は
全
く
意
味
も
な
く
二
つ
の
立

場
が
入
り
乱
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
何
か
歴
史
的
な
意

味
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

行
・
段
に
分
け
て
列
挙
す
る
史
料
自
体
が
多
く
な
く
、
し
か
も
そ

れ
を
ど
の
順
で
読
ん
だ
か
（
書
い
た
か
）
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
史

料
と
な
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
い
く

つ
か
の
木
簡
に
注
目
し
た
い
。

木
簡
Ａ

　
　
　

加
須
津
毛
瓜　

加
須
津
韓
奈
須
比

進
物　

醤
津
毛
瓜�

右
種四物　

九
月
十
九
日

　
　
　

醤
津
名
我

�
253･33･4　

011

（『
平
城
京
木
簡
一
』
二
〇
五
）

こ
れ
は
、
長
屋
王
家
木
簡
の
一
点
で
、
平
城
遷
都
直
後
の
七
一
〇

年
か
ら
七
一
七
年
頃
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
奈
良
漬
け
の
ル
ー
ツ
と

も
い
う
べ
き
粕
（
加
須
）
漬
け
の
ト
ウ
ガ
ン
（
毛
瓜
）
と
カ
ラ
ナ
ス

ビ
（
韓
奈
須
比
）、
醤
漬
け
の
ト
ウ
ガ
ン
と
ミ
ョ
ウ
ガ
（
名
我
）
の

四
種
類
の
漬
物
を
長
屋
王
の
許
に
届
け
た
際
の
送
り
状
と
み
ら
れ
る

木
簡
で
あ
る
。

四
種
類
の
漬
物
を
列
挙
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
な
ら
二
行
二

段
に
書
く
の
が
書
式
と
し
て
は
整
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
木
簡

の
場
合
、
一
段
目
に
三
つ
、
二
段
目
右
端
に
一
つ
の
漬
物
を
書
い
た

状
態
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
状
態
を
迎
え
る
に
は
、
常
識
的
に
考

え
て
、
一
段
め
の
三
種
類
を
右
か
ら
順
に
加
須
津
毛
瓜
→
醤
津
毛
瓜

→
醤
津
名
我
と
書
き
、
次
い
で
二
段
め
右
端
の
加
須
津
韓
奈
須
比
を

書
い
た
と
考
え
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
初
め
に
加
須
津
毛
瓜

→
加
須
津
韓
奈
須
比
と
行
を
優
先
し
て
書
い
て
二
行
め
の
醤
津
毛
瓜
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に
移
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
次
は
そ
の
真
下
に
醤
津
名
我
を
書
く
は

ず
で
、
一
段
め
左
端
を
先
に
埋
め
る
と
は
考
え
に
く
い
。
恐
ら
く
五

種
類
な
い
し
六
種
類
を
列
記
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
一
段
目
を
三
行

に
割
っ
て
書
き
始
め
、二
段
め
に
移
っ
て
四
つ
め
を
書
い
た
も
の
の
、

四
種
類
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
記
載
を
止
め
た
た
め
（
種

類
の
数
が
「
四
」
と
追
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
れ
と
関
係
す
る
の

か
も
知
れ
な
い
）、
今
見
る
よ
う
な
異
例
の
記
載
と
な
っ
て
残
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら
、
こ
の
木
簡
は
段
を
優
先
し
て
書
か
れ
て

い
る
こ
と
の
明
ら
か
な
例
と
い
え
る
。

次
の
木
簡
も
段
を
優
先
し
て
書
い
て
い
る
例
と
み
ら
れ
る
。

木
簡
Ｂ

（
表
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〘
池
辺
波
利　

〘
大
鳥
高
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
宿
奈
万
呂
〘
川
内
馬
飼
夷
万
呂

　
　

中
宮
職
移
兵
部
省
卿
宅
政
所
〘
杖
部
廣
国　

〘
日
下
部
乙
万
呂　

＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〘
秦
金
積　
　
　

太
東
人　

　
　

〘
八
多
徳
足　

〘
史
戸
廣
山

　
　

〘
村
国
虫
万
呂
〘
大
荒
木
事
判

　

＝
〘
東
代
東
人　

〘
太
屋
主

　
　

〘
山
村
大
立　

〘
陽
侯
吉
足

（
裏
）〘
狭
井
石
楯

　
　

〘
馬
国
人　
　

＝

　
　

〘
他
田
神
□

　
　
　
　
　

 

〔
護
ヵ
〕

　
　
　
　

右
十
九
口
舎
人
等
考
文
銭
人
別
三
文
成
選
六
文
又
官
仰
給
智

　
　
　
　

識
銭
人
別
一
文
件
銭
今
早
速
進
来
勿
怠
緩

　
　
　

＝
大
属
天
平
八
年
八
月
二
日
付
舎
人
刑
部
望
麻
呂

　
　
　
　

少
進

261･42･3　

011

（『
平
城
京
木
簡
三
』
四
五
一
三
）

こ
れ
は
二
条
大
路
木
簡
の
一
点
で
、
中
宮
職
か
ら
藤
原
麻
呂
宅
に

出
向
し
て
い
た
十
九
人
の
中
宮
舎
人
の
考
文
銭
と
智
識
銭
の
納
入
に

つ
い
て
、
中
宮
職
か
ら
藤
原
麻
呂
宅
の
家
政
機
関
に
宛
て
た
七
三
六

年
（
天
平
八
）
年
の
督
促
状
の
木
簡
で
あ
る
。
表
面
に
四
行
四
段
計

十
六
人
、
裏
面
に
残
り
の
三
人
を
一
段
に
記
す
。
表
面
を
見
る
限
り

は
行
優
先
か
段
優
先
か
を
判
断
す
る
術
が
な
い
が
、
裏
面
を
三
人
を

一
段
に
書
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
段
が
優
先
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
明
瞭
で
あ
る
。

次
の
木
簡
も
こ
れ
と
同
様
の
理
解
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

木
簡
Ｃ

（
表
）　　
　

津
嶋
連
生
石　
　
　
　

 

春
日
椋
人
生
村
宇
太
郡

　
　

召
急　

山
部
宿
祢
東
人
平
群
郡　

三
宅
連
足
嶋
山
辺
郡

　
　
　
　
　

忍
海
連
宮
立
忍
海
郡　
　

大
豆
造
今
志
広
背
郡

（
裏
）刑
部
造
兄
人　
　
　
　
　

 

和
銅
六
年
五
月
十
日
使
葦
屋

　
　

小
長
谷
連
赤
麻
呂 

右
九　

椋
人
大
田　

充
食
馬

　
　

小
長
谷
連
荒
当
志
貴
上
郡

168･29･6　

011

（『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
六
）』）

五
頁
上
段
（
三
三
）
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平
城
宮
東
院
南
面
の
二
条
条
間
大
路
南
側
溝
か
ら
出
土
し
た
、
大

倭
国
に
本
貫
地
を
も
つ
九
人
の
官
人
の
召
喚
状
の
木
簡
で
あ
る
。
木

簡
Ｂ
と
同
様
に
、
裏
面
の
記
載
か
ら
見
て
、
表
面
の
六
人
も
段
ご
と

に
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
本
貫
地
の
記
載
の
な
い
表
面
の
津
嶋
生
石
は

平
群
郡
、
裏
面
の
刑
部
兄
人
と
小
長
谷
赤
麻
呂
は
志
貴
上
郡
を
そ
れ

ぞ
れ
本
貫
地
と
す
る
官
人
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
次
の
木
簡
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

木
簡
Ｄ

（
表
）米
五
斗　

 

大
豆
一
斗　

 

小
豆
二
斗 
薪
廿
束

　
　

糯
米
五
斗 

大
角
豆
二
斗 

炭
二
石　

 
胡
麻
子
一
斗

（
裏
）胡
麻
油
一
斗 

新
小
麦
一
石 

扞
櫃
二
合
天
平
八
年
十
一
月
九
日
内
申

　
　

糖
一
斗 　
　

小
櫃
二
合　

 

合
十
三
種

301･28･4　

032

（『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
二
十
二
）』）

一
五
頁
上
段
（
九
六
）

こ
れ
も
二
条
大
路
木
簡
の
一
点
で
、
十
三
種
類
の
物
品
と
そ
の
数

量
を
書
き
上
げ
て
、
内
（
皇
后
宮
か
）
に
報
告
し
た
七
三
六
年
（
天

平
八
）
の
文
書
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
の
場
合
は
、
断
言
は
で
き

な
い
も
の
の
、
行
優
先
で
米
→
大
豆
→→
小
豆
→
薪
→
糯
米
→
大
角
豆

→
炭
→
胡
麻
子
→→
胡
麻
油
→
新
小
麦
→
扞
櫃
→
糖
→
小
櫃
の
順
と
み

る
よ
り
は
、
段
優
先
で
米
→→
糯
米
→
大
豆
→→
大
角
豆
→→
小
豆
→
炭
→→

薪
→
胡
麻
子
→→
胡
麻
油
→
糖
→
新
小
麦
→
小
櫃
→→
扞
櫃
と
考
え
た
方

が
、
品
目
の
列
挙
順
に
よ
り
多
く
の
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
（
矢
印
の
ゴ
チ
ッ
ク
部
分（

９
））。

全
貌
は
わ
か
ら
な
い
が
次
の
木
簡
も
段
優
先
と
み
ら
れ
る
。

木
簡
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　

中
務
省　
　
　

陰
陽
寮

（
表
）式
部
省
召　

右
大
舎
人
寮　

内
薬
司　

右
省

　
　
　
　
　
　
　
　

 

〔
三
ヵ
〕　　
　

（
裏
）　　
　
　
　
　

閏
□
月
十
六
日

198･ (25 )･4　

081

（『
平
城
宮
木
簡
七
』
一
一
八
八
一
）

こ
の
木
簡
は
、
平
城
宮
中
央
区
朝
堂
院
東
北
隅
の
整
地
土
か
ら
出

土
し
た
も
の
で
、
式
部
省
が
中
務
省
と
そ
の
被
管
官
司
に
宛
て
た
召

文
木
簡
で
あ
る
。八
世
紀
の
閏
三
月
に
は
複
数
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

七
三
三
年
（
天
平
五
）
の
可
能
性
が
最
も
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

中
務
省
と
そ
の
被
管
の
一
職
・
六
寮
・
三
司
の
職
員
令
に
お
け
る
記

載
順
は
、
中
務
省
、
中
宮
職
、
左
大
舎
人
寮
、
右
大
舎
人
寮
、
図
書

寮
、
内
蔵
寮
、
縫
殿
寮
、
陰
陽
寮
、
画
工
司
、
内
薬
司
、
内
礼
司
、

で
あ
り
、こ
の
木
簡
に
見
え
る
の
は
ゴ
チ
ッ
ク
の
四
つ
で
あ
る
か
ら
、

段
優
先
と
み
た
場
合
の
並
び
順
に
合
致
し
て
い
る
。
こ
の
木
簡
も
段

優
先
で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
記
載
の
事
例
と
い
え
よ
う
。

こ
の
他
、
平
城
京
右
京
一
条
二
坊
四
坪
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
二
四
二
の

井
戸
枠
に
転
用
さ
れ
て
い
た
あ
る
現
業
官
司
の
職
員
を
列
挙
し
た
大
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型
の
歴
名
木
簡
（『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
四
十
四
）』

一
六
頁
上
段
（
一
三
五
）。
長
大
か
つ
組
が
煩
瑣
に
な
る
た
め
釈
文

は
省
略
）
の
場
合
も
、
段
優
先
で
記
さ
れ
た
木
簡
の
例
で
あ
る
事
が

明
白
で
あ
る
。
七
段
に
わ
た
っ
て
位
階
の
高
い
方
か
ら
順
に
、
適
宜

位
階
・
官
職
を
付
し
て
姓
名
を
列
挙
す
る
が
、
縦
長
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
同
じ
内
容
を
行
優
先
で
記
す
よ
り
は
は
る
か
に
視
覚
的

に
も
理
解
し
や
す
い
記
載
に
な
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
木

簡
の
場
合
は
、
書
く
際
の
都
合
と
と
も
に
、
書
き
上
げ
た
後
の
見
や

す
さ
も
考
慮
し
た
書
式
の
選
択
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四　

段
読
み
・
行
読
み
の
推
移
と
木
簡
・
紙

紙
の
文
書
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
段
組
の
古
い
事
例
と
し

て
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
戸
口
を
三
段
に
記
す
大
宝
二
年
の

御
野
（
美
濃
）
国
戸
籍
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
戸
口
の
歴
名
部

分
が
行
優
先
で
書
か
れ
て
い
る
の
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
相
当
行
数
の

記
載
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
段
ご
と
に
記
載
し
て
い
く

と
す
れ
ば
、
ど
の
行
で
段
を
折
り
返
す
か
の
綿
密
な
計
算
が
必
要
に

な
る
。
紙
の
場
合
は
筆
記
ス
ペ
ー
ス
に
限
界
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く

（
不
足
し
た
と
し
て
も
最
悪
継
ぎ
足
せ
ば
よ
い
）、
終
わ
り
を
気
に
す

る
必
要
は
な
い
の
だ
か
ら
、
一
行
ず
つ
完
結
さ
せ
て
書
い
て
い
く
方

が
は
る
か
に
実
用
的
で
効
率
的
な
書
き
方
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
紙
の
場
合
に
全
て
行
優
先
で
書
く
か
と
い

う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
御
野
国
戸
籍
の
場
合
も
各
戸
の

冒
頭
に
戸
の
等
級
・
戸
主
名
・
戸
口
数
を
記
し
た
あ
と
、
戸
口
の
年

齢
区
分
・
身
分
の
内
訳
を
二
行
割
書
の
形
で
記
し
て
い
る
。
御
野
国

味
蜂
間
郡
春
部
里
戸
籍
の
国
造
族
呰
麻
呂
の
戸
の
場
合
を
例
示
す
れ

ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

上
政
戸
国
造
族
呰
麻
呂
戸
口
卌
六
正
丁
五 

小
子
七 

并
廿
一 

次
女
二 

＝ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
士
一 

緑
児
八 

正
女
八 

小
女
十

　

＝
緑
女
一　

并
廿
三　

正
婢
一

　
　

耆
女
二　

正
奴
一

（
正
倉
院
文
書
正
集
二
二
⑴
、『
大
日
本
古
文
書
』
一
―
一
九（

（1
（

）

一
行
三
段
の
「
并
廿
一
」
が
一
・
二
段
の
四
項
目
、
正
丁
・
兵
士
・

小
子
・
緑
児
、
す
な
わ
ち
男
の
小
計
、
一
行
六
段
の
「
并
廿
三
」
が
、

二
行
三
段
の
正
女
か
ら
五
段
ま
で
の
五
項
目
、
正
女
、
次
女
、
小
女
、

緑
女
、
耆
女
、
す
な
わ
ち
女
の
小
計
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

男
女
別
の
内
訳
の
後
に
、
奴
婢
が
正
奴
、
正
婢
と
し
て
列
記
さ
れ
て

い
て
、
二
行
六
段
→
一
行
七
段
の
内
容
の
連
続
も
明
白
で
あ
る
。
こ

れ
に
続
く
具
体
的
な
戸
口
の
記
載
は
行
優
先
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、

内
訳
の
部
分
は
段
を
優
先
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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同
様
の
書
式
は
、
や
や
時
代
が
降
る
七
二
六
年
（
神
亀
三
）
の
山

背
国
愛
宕
郡
出
雲
郷
雲
下
里
計
帳
に
も
見
え
、
例
え
ば
戸
主
出
雲
臣

麻
呂
の
戸
冒
頭
の
集
計
部
記
載
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

戸
主
出
雲
臣
麻
呂
戸

　
　
　

去
年
帳
定
良
賤
口
肆
拾
壱
人
男
十
二　

奴
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
十
一
婢
十
一

　
　
　
　
　
　

帳
後
新
附
弐
人
緑
子

　
　
　

今
年
計
帳
定
見
良
賤
大
小
口
肆
拾
参
人
男
十
四　

奴
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
十
二　

婢
十

　
　
　
　
　
　
　

不
課
口
肆
拾
弐
人
旧
卌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
弐
拾
人
舎
人
一　

資
人
一　

緑
子
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
部
二　

小
子
六　

奴
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
弐
拾
弐
人
妻
一　
　

少
女
一　

婢
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丁
女
四　

小
女
六

（
正
倉
院
文
書
正
集
一
二
⑶
、『
大
日
本
古
文
書
』
一
、
三
七
一
―
三
七
二
）

戸
口
の
男
女
・
奴
婢
別
内
訳
は
、
男
→
女
→
奴
→
婢
の
順
に
読
む

べ
き
で
あ
る
か
ら
、
段
を
優
先
し
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

た
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
の
部
分
も
、
男
は
ま
ず
出
仕
者
を
挙
げ

次
い
で
年
齢
順
に
、
女
は
妻
を
挙
げ
た
あ
と
年
齢
順
に
読
む
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
か
ら
、
い
ず
れ
も
行
で
は
な
く
段
を
優
先
し
て
書
か
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
に
お
い
て
、
な
ぜ
段
を
優
先
す
る
書
式
を
取
っ
た
か
と
い

え
ば
、
割
書
と
し
て
こ
の
行
に
収
め
る
こ
と
を
考
慮
し
た
結
果
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
述
の
よ
う
に
紙
の
奥
に
向
け
て
列
記
す

る
際
に
行
ご
と
に
完
結
さ
せ
る
ほ
う
が
書
き
や
す
い
の
と
同
じ
理
屈

で
、
紙
の
下
部
に
向
け
て
列
記
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
も
、
段
ご
と

に
完
結
さ
せ
て
書
く
方
が
、
行
の
折
り
返
し
を
ど
こ
で
行
う
か
を
気

に
せ
ず
に
書
い
て
い
け
る
利
点
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

本
稿
一
・
二
で
縷
述
し
た
神
祇
令
諸
祭
の
読
み
方
で
、
段
読
み
が

生
ま
れ
る
理
由
も
、
こ
こ
に
解
決
の
ヒ
ン
ト
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

列
記
す
べ
き
項
目
が
多
く
な
れ
ば
、御
野
国
戸
籍
の
戸
口
の
よ
う
に
、

行
ご
と
に
完
結
さ
せ
て
行
優
先
で
書
く
の
が
書
き
や
す
か
ろ
う
。
し

か
し
、
三
つ
と
か
四
つ
の
項
目
を
列
記
す
る
場
合
に
は
、
割
書
の
際

に
一
行
に
収
め
る
場
合
に
取
ら
れ
る
段
優
先
の
書
式
が
念
頭
に
置
か

れ
、
そ
れ
に
準
じ
た
段
ご
と
に
記
す
方
式
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
二
項
目
の
場
合
に
は
左
右
に
並
べ
て
書
く
の
が
普
通
で

あ
る
か
ら
、
段
ご
と
の
書
式
に
は
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
書
式
と
い
う

一
面
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
割
書
の
場
合
の
一
行
に
収
め
る
の
を
優
先
す
る
と
い

う
こ
の
条
件
は
、
一
定
の
限
ら
れ
た
幅
の
中
に
収
め
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
点
で
、
木
簡
の
場
合
と
共
通
で
あ
る
こ
と
に
も
気
付
く
。
先



−　 −14

程
見
た
木
簡
の
場
合
は
、
必
ず
し
も
割
書
の
場
合
だ
け
で
は
な
く
、

複
数
行
の
記
載
と
捉
え
る
べ
き
も
の
も
多
数
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合

も
、
書
け
る
ス
ペ
ー
ス
つ
ま
り
行
数
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で

は
所
与
の
条
件
は
同
じ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
書
式
を
決
め
る
に
あ

た
っ
て
同
様
の
意
識
が
働
く
の
は
ご
く
自
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
段
優
先
の
意
識
は
木
簡
と
紙
の
文
書
と
ど
ち
ら
に
帰

因
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
簡
単
に
は
結
論
は
出

せ
な
い
し
、
日
本
に
お
け
る
文
字
文
化
が
本
来
紙
木
併
用
と
し
て
伝

わ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
そ
の
発
生
を
求

め
る
の
は
正
し
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
場
合
に

段
優
先
の
意
識
が
強
く
働
く
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
筆
記
ス
ペ
ー
ス

に
限
界
が
あ
る
木
簡
の
方
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
木
簡
に
は
連
綴
し
て

冊
書
と
す
る
使
用
法
が
あ
っ
た
が
、
日
本
に
は
木
簡
と
紙
の
文
化
が

同
時
に
伝
わ
っ
た
か
ら
、
連
綴
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は

紙
を
使
え
ば
よ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
木
簡
は
単
独
使
用
が
原
則
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
よ
り
段
優
先
意
識
が

強
く
働
く
木
簡
使
用
の
衰
退
が
、
段
優
先
意
識
の
希
薄
化
を
も
た
ら

す
こ
と
は
充
分
に
想
定
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
木
か
ら
紙
へ

と
い
う
大
勢
の
な
か
で
、
紙
の
文
書
に
お
い
て
そ
れ
ま
で
段
優
先
で

記
し
て
い
た
部
分
が
、
紙
に
お
け
る
書
式
で
一
般
的
な
行
優
先
の
書

式
に
置
き
換
わ
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
前
述
し
た
神
祇
令
の
祭
の
読
み
順
に
つ
い

て
、
行
読
み
の
立
場
に
立
つ
最
初
の
説
が
跡
記
で
あ
る
こ
と
は
興
味

深
い
。
跡
記
は
、七
八
七
年
（
延
暦
六
）
か
ら
七
九
一
年
（
延
暦
十
）

ま
で
頃
の
成
立
と
目
さ
れ
る
令
釈
よ
り
は
あ
と
の
延
暦
年
間
に
、
令

釈
と
相
次
い
で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
時
は
長
岡
京
の
時

代
で
、
長
岡
宮
・
京
跡
が
木
簡
使
用
と
い
う
点
で
は
平
城
宮
・
京
跡

に
引
け
を
取
ら
な
い
こ
と
は
出
土
木
簡
が
一
万
点
に
及
ぶ
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
の
平
安
京
へ
の
遷
都
（
七

九
四
年
）
以
後
、
木
簡
の
使
用
は
急
速
に
紙
に
置
き
換
わ
っ
て
い
っ

た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
木
簡
使
用
の
転
換
点
を
迎
え

つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
読
み
順
に
は
読
み
手

の
好
み
に
左
右
さ
れ
る
面
も
捨
象
は
で
き
な
い
が
、
段
読
み
か
ら
行

読
み
へ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
木
簡
か
ら
紙
へ
と
い
う
書
写
媒
体
の

転
換
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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あ
と
が
き

『
令
集
解
』
の
明
法
家
の
間
で
意
見
の
分
か
れ
る
神
祇
諸
祭
の
読

み
順
の
問
題
を
て
が
か
り
に
、
墨
書
媒
体
と
し
て
の
紙
や
木
の
墨
書

ス
ペ
ー
ス
の
あ
り
方
が
、
段
を
優
先
し
て
書
く
か
行
を
優
先
し
て
書

く
か
の
意
識
の
違
い
を
生
み
出
し
、
ひ
い
て
は
段
読
み
を
す
る
か
行

読
み
を
す
る
か
と
い
う
読
み
方
に
も
反
映
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
、
考
え
て
み
れ
ば
至
極
当
然
と
も
い
え
る
臆
測
を
導
い
た
。
書
く

段
階
と
読
む
段
階
で
は
時
間
差
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
書
き
手
の
意

図
が
そ
の
ま
ま
読
み
手
に
伝
わ
る
と
は
限
ら
ず
、『
令
集
解
』
の
明

法
家
の
間
で
意
見
の
対
立
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
書
き
手

の
意
図
が
充
分
に
伝
わ
ら
な
く
な
っ
て
い
る
証
拠
で
も
あ
る
。
意
図

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
に
読
む
（
そ
れ

は
そ
の
よ
う
な
意
図
で
書
い
た
と
い
う
理
解
が
前
提
に
あ
る
）
理
屈

の
後
付
け
に
苦
労
す
る
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

墨
書
媒
体
の
特
性
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
書
き
手
の
書
式
を
規
制

す
る
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
本
稿
で
述
べ
た
着
想
は
、
木
簡
や
紙
の

文
書
の
書
式
や
墨
書
媒
体
と
し
て
の
特
質
を
考
え
て
い
く
際
に
も
っ

と
考
慮
さ
れ
る
べ
き
視
点
で
あ
ろ
う
。
今
後
さ
ら
に
事
例
の
検
討
を

加
え
、
理
論
化
し
て
い
く
手
が
か
り
に
な
れ
ば
と
思
う
。

註（
1
）	

こ
の
季
夏
・
季
冬
条
の
読
み
方
に
関
す
る
註
釈
は
、
穴
記
関
連
の
註

釈
の
中
に
登
場
す
る
。
し
か
し
、
穴
記
の
説
な
の
か
、
穴
記
が
引
用

す
る
別
解
（
一
云
）
の
説
な
の
か
は
俄
に
は
決
め
難
い
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
本
稿
二
で
述
べ
る
。

（
2
）	

虎
尾
俊
哉
編『
延
喜
式 

上
』（
訳
注
日
本
史
料
）（
集
英
社
、二
〇
〇
〇
年
）

八
一
頁
注
1
な
ど
参
照
。

（
3
）	

道
饗
祭
に
つ
い
て
は
、
和
田
萃
「
夕
占
と
道
饗
祭
」（『
日
本
古
代
の

儀
礼
と
祭
祀
・
信
仰 

中
』
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
。
初
出
は
一
九
八

五
年
）、
宍
戸
香
美
「
鎮
火
祭
・
道
饗
祭
に
み
る
都
城
の
境
界
」（『
寧

楽
史
苑
』
五
二
、
二
〇
〇
七
年
）、
舩
井
ま
ど
か
「
道
饗
祭
の
成
立
過

程
と
そ
の
意
義
に
関
す
る
一
考
察
」（『
神
道
研
究
集
録
』
二
六
、
二

〇
一
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

	

　

な
お
、『
延
喜
式
』
四
時
祭
上
に
は
、
33
鎮
火
祭
条
、
34
道
饗
祭
条

が
み
え
、
鎮
火
祭
→
道
饗
祭
と
い
う
順
序
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）	

井
上
光
貞
・
関
晃
・
土
田
直
鎮
・
青
木
和
夫
校
注
『
律
令
』（
日
本
思

想
大
系
３
）（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）、
神
祇
令
補
注
四
ａ
。
な

お
、
同
書
は
仲
冬
条
の
本
文
と
し
て
は
、
上
卯
相
嘗
祭
、
寅
日
鎮
魂

祭
、下
卯
大
嘗
祭
の
順
で
改
行
し
て
並
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
令
集
解
』

の
註
釈
の
収
録
順
と
は
一
致
せ
ず
、『
令
義
解
』
の
読
み
順
（
国
史
大

系
本
の
組
み
も
こ
の
読
み
順
を
生
か
し
た
段
組
に
な
っ
て
い
る
）
に

合
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
書
は
孟
夏
条
や
季
夏
条
に
つ
い
て

は
『
令
集
解
』
の
註
釈
の
収
録
順
に
本
文
を
定
め
て
お
り
（
例
え
ば
、

孟
夏
条
は
、
神
衣
祭
、
大
忌
祭
、
三
枝
祭
、
風
神
祭
の
順
）、『
令
義
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解
』
の
読
み
順
（
例
え
ば
、
孟
夏
条
は
、
神
衣
祭
、
三
枝
祭
、
大
忌
祭
、

風
神
祭
の
順
）
に
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
同
書
が
定
本
と
し
た
藤

波
本
『
神
祇
令
義
解
』（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
。https://shoryobu.

kunaicho.go.jp/T
oshoryo/V

iew
er/1000183540000/6830b8c5

2b074dcba83a8ca5a171fd88

）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
藤

波
本
『
神
祇
令
義
解
』
に
は
、
孟
夏
条
の
大
忌
祭
と
三
枝
祭
、
季
夏

条
の
鎮
火
祭
と
道
饗
祭
の
順
序
を
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
替
え
る
記
号
が
施

さ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
を
本
文
と
し
て
採
用
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
前
述
の
よ
う
な
不
統
一
と
も
い
え
る
状
況
が
生
じ
た
の
は
こ
の

た
め
で
あ
る
。
な
お
、
国
史
大
系
本
『
令
義
解
』
は
、
祭
名
の
部
分

を
二
段
組
み
に
組
ん
で
い
る
が
、
藤
波
本
『
神
祇
令
義
解
』
は
一
段

組
み
で
あ
る
か
ら
、
養
老
令
の
テ
キ
ス
ト
が
二
段
組
み
に
な
っ
て
い

た
か
ら
と
い
っ
て
、『
令
義
解
』
の
写
本
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
保
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
5
）	

註
（
4
）
参
照
。
な
お
、
本
稿
で
述
べ
る
よ
う
に
、
同
補
注
（
以
下
、

岩
波
補
注
）
の
説
明
に
は
や
や
問
題
の
あ
る
箇
所
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
岩
波
補
注
の
説
明
を
以
下
に
紹
介
し
、
問
題
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

	

　

岩
波
補
注
は
、『
令
集
解
』
に
み
ら
れ
る
養
老
令
本
来
の
読
み
順
に

関
す
る
明
法
家
の
諸
説
か
ら
推
定
さ
れ
る
養
老
令
に
お
け
る
本
来
の

書
き
方
を
最
初
に
掲
げ
る
。

　
　

孟
夏　

神
衣
祭　

大
忌
祭

　
　
　
　
　

三
枝
祭　

風
神
祭

　
　

季
夏　

月
次
祭　

鎮
火
祭

　
　
　
　
　

道
饗
祭

　
　

孟
秋　

大
忌
祭　

風
神
祭

　
　

季
秋　

神
衣
祭　

神
嘗
祭

　
　

仲
冬　

上
卯
相
嘗
祭　

下
卯
大
嘗
祭

　
　
　
　
　

寅
日
鎮
魂
祭

　
　

季
冬　

月
次
祭　

鎮
火
祭

　
　
　
　
　

道
饗
祭

　

そ
の
上
で
、
養
老
令
本
来
の
読
み
順
に
関
す
る
明
法
家
の
諸
説
を

次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

	

　
（
一�

）
令
釈
の
説
。
上
段
の
二
つ
を
先
に
読
み
、
次
に
下
段
の
二
つ

を
読
む
説
。
義
解
も
同
じ
。

	

　
（
二�

）
穴
記
一
云
の
説
。
上
右
・
下
右
・
上
左
・
下
左
の
順
に
読
む
説
。

	

　
（
三�

）
穴
記
の
説
。
孟
夏
・
仲
冬
条
は
（
一
）
の
順
で
よ
い
が
、
季�

夏
・
季
冬
条
は
（
二
）
の
順
に
読
む
べ
し
と
す
る
説
。

	

　
（
四�

）
跡
記
の
説
。
一
般
に
は
（
二
）
に
よ
り
、
仲
冬
条
は
（
一
）

に
よ
る
べ
し
と
す
る
説
。

	

　

そ
し
て
、
最
後
に
、
①
本
書
（
岩
波
本
『
律
令
』）
が
底
本
と
し
た

藤
波
本
や
猪
熊
本
で
は
、
同
季
に
三
つ
以
上
の
祭
が
あ
る
と
き
は
二

列
で
は
な
く
三
列
に
横
に
連
ね
て
お
り
、
順
序
は
（
四
）
を
と
り
、

傍
注
に
別
説
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
、②『
令
集
解
』本
文
の
順
序
は（
二
）

を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
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こ
の
記
述
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
養
老
令
の
本

来
の
記
載
を
推
定
し
た
上
で
、
明
法
家
の
各
説
を
紹
介
し
て
い
る
が
、

養
老
令
本
来
の
記
載
は
明
法
家
の
諸
説
か
ら
帰
納
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
か
ら
、
論
旨
の
展
開
の
都
合
は
あ
る
に
せ
よ
、
本
来
的
に
は

手
続
き
が
逆
で
あ
る
。

	

　

次
に
各
明
法
家
の
説
の
理
解
で
あ
る
が
、（
一
）
は
本
稿
で
段
読
み

と
称
し
た
読
み
方
に
相
当
す
る
も
の
で
、
本
稿
で
は
義
解
を
優
先
し

た
け
れ
ど
も
、
成
立
の
順
序
は
令
釈
の
方
が
古
く
、
説
の
系
譜
関
係

か
ら
い
え
ば
（
一
）
の
説
明
の
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

	

　
（
二
）
は
本
稿
で
行
読
み
と
称
し
た
読
み
方
に
相
当
す
る
も
の
で
、

穴
記
一
云
が
こ
の
説
を
唱
え
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
説
の
系

譜
関
係
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
読
み
を
最
初
に
主
張
し
た
の

は
、
本
文
で
指
摘
し
た
よ
う
に
跡
記
で
あ
る
。
跡
記
の
読
み
方
に
つ

い
て
は
（
四
）
と
し
て
、「
一
般
に
は
（
二
）
に
よ
り
、仲
冬
条
は
（
一
）

に
よ
る
べ
し
と
す
る
説
」
と
ま
と
め
て
い
る
が
。
仲
冬
条
に
つ
い
て

は
「
但
仲
冬
処
搆
レ
上
対
レ
下
耳
。
寅
日
在
二
二
分
之
中
一
耳
。」
と
す

る
の
み
で
、
記
載
の
書
式
を
紹
介
す
る
も
の
の
、
読
み
順
に
関
す
る

明
確
な
発
言
は
な
い
。
勿
論
こ
の
よ
う
な
特
記
を
加
え
た
こ
と
は
、

跡
記
が
仲
冬
条
を
（
一
）
の
方
式
で
読
ん
だ
可
能
性
を
示
唆
す
る
も

の
で
は
あ
る
が
、「（
一
）
に
よ
る
べ
し
」
と
し
て
い
る
と
解
す
る
の

は
言
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
基
本
的
に
（
二
）
の
解
釈
で
あ
り
、
そ
の

最
も
古
い
説
で
あ
る
こ
と
を
こ
そ
む
し
ろ
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

	

　
（
三
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ま
と
め
方
で
は
、
穴
記
が
あ
た
か
も
条

文
ご
と
に
適
宜
読
み
方
を
変
え
る
よ
う
な
定
見
の
な
い
説
の
よ
う
に

受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
が
、
節
の
系
譜
関
係
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
穴
記
は
基
本
的
に
（
一
）
の
令
釈
や
義
解
の
読
み
方
、
す
な
わ
ち

段
読
み
説
を
継
承
す
る
説
で
あ
る
こ
と
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
孟
夏
・
仲
冬
条
だ
け
が
段
読
み
だ
と
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
段
読
み
が
優
れ
て
い
る
（
為
レ
長
）
こ
と
の
例
示
と
し
て
両

条
を
挙
げ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
岩
波
補
注
が

穴
記
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
は
、
本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、「
又

季
夏
・
季
冬
」
以
下
の
部
分
を
、
穴
記
の
文
章
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
恣
意
的
に
切
り
分
け
る
必
要
は
な
く
、
穴
記
一
云
は
最

後
ま
で
続
く
と
み
る
方
が
自
然
な
解
釈
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
季
夏
・
季
冬
条
は
（
二
）
の
順
に
読
む
べ
し
」
の
部
分
は
誤
り
で
あ

る
と
考
え
る
。

（
6
）	

岩
波
補
注
に
お
け
る
分
類
（
一
）・（
二
）・（
三
）
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

註
（
5
）
を
参
照
。

（
7
）	

実
は
こ
こ
に
も
難
題
が
潜
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
本
来

0

0

「
寅
日
祭
」

（
寅
日
鎮
魂
祭
）
を
読
ん
で
か
ら
下
卯
祭
（
下
卯
大
嘗
祭
）
を
読
む
べ

き
で
あ
る
の
に
、
先
に
「
大
嘗
」（
＝
下
卯
祭
）
を
読
む
の
は
な
ぜ
か
、

と
い
う
読
み
順
の
問
題
と
解
し
た
が
、
本
来

0

0

「
寅
日
祭
」（
寅
日
鎮
魂

祭
）
を
読
ん
で
か
ら
下
卯
祭
（
下
卯
大
嘗
祭
）
を
読
む
よ
う
に
配
置

す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
先
に
「
大
嘗
」（
＝
下
卯
祭
）
を
読
む
よ
う
に

配
置
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
配
置
の
問
題
と
も
解
し
得
る
の

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
④
は
段
読
み
説
の
立
場
に
立
っ
て
い
る

と
い
え
る
可
能
性
が
生
ま
れ
て
く
る
が
、
本
稿
で
は
徹
底
し
て
「
読
」
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と
表
記
し
て
議
論
し
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
前
者
の
理
解
を
支
持

し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
か
な
り
デ
リ
ケ
ー
ト
な
議
論
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

（
8
）	

岩
波
補
注
が
⑤
を
穴
記
と
考
え
た
の
は
、
恐
ら
く
註
（
4
）
前
掲
書
が

神
祇
令
本
文
の
底
本
に
用
い
た
藤
波
本
『
神
祇
令
義
解
』（
註
（
4
）

参
照
）
に
、
⑤
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
次
の
よ
う
な
書
き
入
れ
が
あ
る
た

め
で
あ
ろ
う
。

	

　

穴
云
、
季
夏
・
季
冬
道
饗
祭
是
海
〔
晦
〕祭
。
故
私
云
是
説
為
長
也
。

	

し
か
し
、書
き
入
れ
も
『
令
集
解
』
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

こ
の
部
分
を
穴
記
本
文
と
考
え
る
の
は
書
き
入
れ
た
者
の
一
つ
の
解

釈
の
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
⑤
を
穴
記
本

文
と
断
言
す
る
絶
対
的
な
根
拠
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
9
）	

奈
良
文
化
財
研
究
所
の
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
木
簡
庫
」
に
お
け
る

木
簡
Ｃ
の
釈
文
表
記
は
、
こ
う
し
た
段
優
先
の
記
載
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
し
た
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
・
／
米
五
斗
／
糯
米

五
斗
∥
○
／
大
豆
一
斗
／
大
角
豆
二
斗
∥
○
／
小
豆
二
斗
／
炭
二
石

∥
○
／
薪
廿
束
／
胡
麻
子
一
斗
∥
・
／
胡
麻
油
一
斗
／
糖
一
斗
∥
○

／
新
小
麦
一
石
／
小
櫃
二
合
∥
○
／
扞
櫃
二
合
／
合
十
三
種
∥
○
天

平
八
年
十
一
月
九
日
内
申
」
と
あ
る
の
は
、「
／
」
は
割
書
の
始
ま
り
、

「
∥
」
は
割
書
の
終
わ
り
を
示
す
も
の
で
（
な
お
、「
○
」
は
空
白
を

示
す
）、
段
ご
と
に
割
書
が
完
結
す
る
書
式
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
通
常
の
行
を
優
先
と
す
る
割
書
で
あ
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
な

表
記
と
な
る
。「
・
／
米
五
斗
○
大
豆
一
斗
○
小
豆
二
斗
○
薪
廿
束
／

糯
米
五
斗
○
大
角
豆
二
斗
○
炭
二
石
○
胡
麻
子
一
斗
∥
・
／
胡
麻
油

一
斗
○
新
小
麦
一
石
○
扞
櫃
二
合
／
糖
一
斗
○
小
櫃
二
合
○
合
十
三

種
∥
○
天
平
八
年
十
一
月
九
日
内
申
」。

	

　

煩
雑
に
な
る
た
め
掲
示
は
し
な
い
が
、
木
簡
Ａ
、
木
簡
Ｂ
に
つ
い

て
も
段
優
先
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
釈
文
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

但
し
、木
簡
Ｄ
に
つ
い
て
は
、行
優
先
の
釈
文
表
記
に
な
っ
て
い
る
（
以

上
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
二
年
八
月
現
在
）。

（
10
）	

正
倉
院
文
書
の
出
典
は
、東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
正
倉
院
文
書
目
録
』

（
東
京
大
学
出
版
会
）
に
お
け
る
断
簡
番
号
と
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
文
書
）』
に
お
け
る
所
収
（
巻
―
頁
）
を

併
記
す
る
こ
と
と
す
る
。


